
エネルギー生産量の増加を受け、今米国経済は「シェール革命」に沸いています。米
国での原油生産量は、月次ベースでは2012年10月～2013年4月まで7カ月連続でサ
ウジアラビアを上回りました。

国際エネルギー機関（IEA）によると、2020年頃までに米国がサウジアラビアを抜
いて世界最大の産油国になると予測されていることは読得アメリカNo.1でも紹介しま
したが、このままのペースでいくと2013年通年で米国がサウジアラビアを抜く可能性
もあります。

足元、シェール革命が様々な産業に影響を及ぼしている中、特に注目を集めているの
がパイプラインや貯蔵施設などの運営を行うエネルギー・インフラ企業です。原油生産
量、輸送量の増加によって安定的かつ持続的な収益の拡大が期待されています。

エネルギー自給率の向上は、経常収支の改善の他、エネルギーコストの低下を通じて
原油精製や化学製品等を中心とした製造業の国内回帰にも繋がっており、米国経済へ追
い風になると期待されています。
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米国・サウジアラビアの原油生産量の推移（月次）

（出所）クレディスイス 期間：2011年～2017年
（2012年以降は予想）
＊米国Mid-Continent Oil Fieldにおけるパイプラインを集計

（出所）EIA（米エネルギー情報局）期間：2011年1月～2013年4月
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米国＊石油パイプライン輸送能力の推移（予想）
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